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２・３・４・５歳児 実践事例  第４回わくわくデー「作って遊ぼう てるてる坊主」（ ６月 ） 

  観点（ 人とのかかわり ）  視点（ 協同性 ～いっしょにやろうよ～ ） 

 
   
 
 

【○幼児の活動   ★環境の構成   ■保育者の援助】 

 

 

○年長児たちがリードしながらてるてる坊主を製作する。 

                  

 

 
 

 
 
 

 これはどうやってするの。 
    【疑問】【思考錯誤】 

■年長児が見通しをもって活動をリ

ードすることができるように、ナ

イロン袋、シール、モールなどを

順番に並べておく。 

■４月からの固定のペアで座り、安

心した気持ちで互いに協力しなが

ら製作に向かえるようにする。 

見せて。 
ぼくがやってあげるよ。

【意欲】【思いやり】
■年中・年少児が作りやすいように年

長児が「こうするんだよ。」と声を 

かけているところや、互いができて

いるかを確認し合っているペアを 

ほめることで、協力しながら製作を

進めることができるようにする。 

■模様のつけ方などを工夫して作っ

ている様子を認め、「世界にひとつ

の 自分だけのてるてる坊主がで

きた ね。」などとそれぞれのアイ

デアを友達に伝え、自信につながる

ようにしていく。 

■作ったてるてる坊主を身に着けて

遊戯室のステージで踊ってみるよ

う誘い、最後まで一緒に製作しよう

という意欲につながるようにする。

【考察】 
２歳児や３歳児にとっては細かい作業で数多くの工程があるが、５歳児にとっては今までの経験から見

通しの立ちやすい活動を設定し、教え合いながら製作できるようにした。ペアを基本にして、教え合いな
がら進めることにより、完成を一緒に喜ぶ姿が見られた。また、子どもたちは誕生会を成功させたいとい
う共通の目標へ向かう気持ちが高まり、意欲的な活動となった。ペアで一緒に製作を進める中で次第に安
心感が生まれ、５歳児には、責任感も芽生えたようである。今後も友達とつながる楽しさや年齢の異なる
友達と協力する喜びを感じられる遊びを多く取り入れたい。 

【評価】 
（２歳）異年齢児の様子を見て、真似ながら一緒に製作することを楽しんでいる。 
（３歳）わからないことを聞いたり、真似たりしながら一緒に活動することを楽しんでいる。 
（４歳）異年齢児に声をかけながら、協力しててるてる坊主を作ることを楽しんでいる。 
（５歳）年下の子の様子を見守ったり作り方を知らせたりしながら、てるてる坊主を協力して完成させる

ことを楽しんでいる。 

【遊びの経過】 
いろいろな人とかかわる喜びを味わってほし

いと、異年齢のグループ活動をしている。ペアを
決め、ふれあい遊びや伝承遊びなどを通し、少し
ずつ声をかけ合って遊ぶ姿が見られるようにな
ってきた。誕生会の縦割りグループ発表のときに
使いたいという声をもとに、青グループでは曲の
イメージに合わせて、てるてる坊主を製作するこ
とになった。 

★てるてる坊主の製作に必要なものを並べておく。 

【ねらい】 
(２歳)異年齢児と一緒に安心して製作するこ

とを楽しむ。 
(３歳)異年齢児と会話しながら製作すること

を楽しむ。 
(４歳)友達と一緒に協力して製作することを

楽しむ。 
(５歳)異年齢児に作り方を知らせながら、みん

なで製作する楽しさを味わう。 

手伝って。【要求】

【人とのかかわり】

シールが 
はがれないな。

【葛藤】

こうやってするんだよ。 

見ててね。【自信】【提案】

シールはどうやっ
て貼ればいいの。

【疑問】

友達のをまねして 
やってみよう。 
【挑戦】【意欲】 

すごい。できたぞ。 
【達成感】  
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